
● 学部生のための就活体験発表会が開催されました

● 第５回 高度専門キャリア形成論が開催されました

「企業人としてキャリアを切り拓いていく学部生が語る！」
平成30年10月18日(木) 16:20～17:５0 白鷹館２F 多目的ホール
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※このNewsletterは、東京海洋大学キャリア開発室が作成･配信しています。
キャリア開発に関するイベントのお知らせや活動報告等をお届けしています。
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国立大学法人

東京海洋大学・キャリア開発室

◆ キャリア開発室の活動内容、最新情報、各種パンフレットや申請書等はホームページから…
キャリア開発室は民間企業や公務員への就活で皆さんの支援をしています。

◆キャリア面談希望の方は下記のアドレスへメールでお問い合わせください

career@m.kaiyodai.ac.jp （キャリア面談担当 ：特任教授 塩谷和美）

『公務員への道と試験対策』を東海理事・副学長より講義いただきました

過去に国家公務員試験専門委員を務められた経験から、試験合格への対
策を詳しく解説いただきました。試験対策書の第一は「水産白書」であり、
専門科目対策はこの本1冊をマスターすることが合格への近道とのことで
す。毎年、東海先生が主催される『水産白書読み合わせ会』は受験生に大
好評であり、合格者のほとんどがその講義を受けています。H31年2月か
ら5回開催される講座にご期待ください！

多田 ひかりさん (BC4) 国家公務員総合職：水産庁

実習や調査の体験から水産振興に携わりたい！自身の懇親的な性格からも公務員の
適性があると思った。受験対策は自分ならではのやり方を見つけて、受かる前提で
準備を行った。試験は完璧を求めず、点数配分や得意分野を理解して合格ラインを
目指すことが肝要だ。学部での現地調査など主体的な学びが大いに役立ったと思う。

笠井 崇弘さん (専攻科) 国家公務員総合職：国土交通省

広く公共に携わる仕事がしたい！大学院留学や博士号取得の可能性もある進路とし
て国土交通省を選んだ。準備期間は短かったが集中して対策講座や周辺で利用でき
るものはすべて使った。大学生活で得られたバイタリティーや経験を伝えたことが
評価された。自分と向き合い【成し遂げたいことを徹底的に考え】挑戦して下さい。

田中 美帆さん (MC2) 地方公務員：千葉県庁

緊張する性格なので数々の公務員試験を体験した。最初は思うようにいかないと自
信を無くしたが、千葉県の水産に関する情報収集は、県職員にも接触して十分な受験
対策を行った。同時に、今までの努力は必ず実る！と自己暗示し合格に至った。考え
ているだけではなく、具体的な行動を続けることで自信につなげ、成果が得られた。

高杉 新さん (MC2) 地方公務員：東京都庁

公務員試験は情報戦、多方面からの情報収集と時事問題などにアンテナを張り、功
を奏した。民間企業も併願したが、その採用面接も役立ち、公務員にふさわしいエ
ピーソードも用意した。就活期間を通じてスケジュール管理は重要だ。就職活動は自
分自身を見直すいい機会であったし、周りの人たちの支えに感謝している。

松島 彩さん (MC2) 国家公務員総合職：水産庁

民間企業も併願しつつ、水産庁のインターンシップに参加して、本当に国のために
仕事したいと思った。説明会や勉強会などは色んな人との刺激ある出会いの場であり、
そこで自分がやりたいことを徹底的に考えることができた。やれることは手間を惜し
まず、なんでもやってみよう！就活を通して人間的にも一回り成長できたと思う。

皆さんの共通点は強い使命感、公益世務の精神～自分の利益ではなく他者のために働いて

社会貢献したい！その覚悟と意志の強さを感じました。地方や国の機関で責任ある職務を全

うし、未来を切り拓きたい！皆さんの強い決意が印象的でした。（キャリア開発室 塩谷）

「公務員試験に合格した学部・院生たちが語る！」
平成30年10月19日(金) 16:20～17:５０ 白鷹館２F 多目的ホール

本学では初の学部生による就職活動発表会を開催しました。志願動機が明確で、それを

伝えるコミュニケーション能力が高いことが共通点です。入社後はまず与えられた仕事を

しっかりやり遂げて、仕事に誇りを持って成果を出したい！という決意が印象的でした。

伊藤 めぐみさん (BC4) 日本製粉株式会社

６０数社へエントリーして、就活期間いっぱい納得いくまで就活を続けた。何度も
不安に駆られたが、落ちた会社はご縁がない！と割り切った。面接ではありのままの
自分を表現し、企業研究を行ったうえで、だから御社に入社したいとしっかり伝えた。
入社後はがむしゃらに仕事し、５年後には「アイツに任せよう！」と思われたい。

糟谷 飛鳳さん (BC4) 東日本旅客鉄道株式会社

鉄道会社のルーチンワークは自身に適性があると思った。面接では、質問を想定し
【海洋大らしさを前面に他者との差別化】を意識して簡潔にエピソードを語った。就
活準備は２月末までに終えておき、精神的な余裕を持って臨みたい。大学の専攻にこ
だわらない広い視野で、自分が本当にやりたい仕事や業界・業種を考えてみるとよい。

八田 遼介さん (BC4)株式会社J-オイルミルズ

就活を意識したのは今年の２月と遅かった。不本意な結果に落ち込まず、選考中の
企業数を増やした。面接では、自分がここで働きたいという熱意と何ができるかまで
しっかり伝えたのが勝因だと思う。企業研究（１企業１日かけた）と自己分析を徹底
的に行って、どんな質問にも動じることなく笑顔で受け答えできるようにしておこう。

永野 夢紡さん (BC4) 株式会社ミツカンホールディングス

修士ではなく学部生として、食品メーカーの研究開発職を志願した。ESから面接ま
でいろんな人から意見をもらって、オリジナリティーあふれるアピールを心掛けた。
就活を通じて自分の目で見てどう思ったかを評価軸として、現場へ行って人と接触し
た。就職にあたっての決意は『一人でもやる。しかし仕事は一人だけでは出来ない』

矢野 春佳さん (BC4) 農林中央金庫

昨年の６月から就活をはじめ、各社のインターンに参加した。農林水産業の可能性
に貢献したい、人と関わる仕事がしたいと模索する中で政府金融機関が浮かび上
がった。対策を十分練ってポジティブ思考を心掛けた。専攻が志望業界と違っても
大丈夫！自分の将来や興味をじっくり考えて、納得いく就職活動にしてください！

◆ メールアドレスを登録すると、講義日程・内容等をメールでお知らせします。

ホームページから登録できます。 http://www.kaiyodaicareer.com/
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